　　　　きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれ　

　　　　　　になりました。この方こそ主キリストです。　　ルカ ２：１１
救い主イエス・キリストの御降誕を共に喜び、お祝いいたします。
過ぐる一年も皆様のご支援とお祈りをいただきながら主の恵みのうちに歩むことができまして、感謝いたします。

私たちの地上の生活は平穏無事のときもあれば、嵐のようなときもあります。国の状態により、個人個人のおかれた状態、また一人ひとりの歩みかたによっても大小の差があるでしょう。天災、人災が常にある地上の生活ですが、元をただせばこの世は罪の中にあるからです。暗黒の罪の世界の中で滅んでいく人々を救うために、神様が人となってこの地上に降って来られました。栄光に満ちた神の王国から降って神の子が生れるなら、宮殿や豪華な邸宅に顕われるであろうと考えるのが人情でしょう。しかし、神の子が生れたのは、こともあろうに人間が住むところではない家畜小屋でした。この世的な考えでなく、謙虚になって信仰の目をもって見る人たちには分かる神様の救いの方法でした。神様は独り子を私たちに与えて真の愛を示し、暗黒の罪の世に真の光を投じて、永遠の命と平安と喜びと希望をもたらしました。この意義深いクリスマスを共にお祝いできることは幸いです。
末の世が近づいていると思われる今の時代、この世の君である悪魔が自分の時が短いことを知って大暴れし始めています。悪魔は巧妙な知恵をもってアダムとエバを罪に陥れた方法で人々の心を神様からそらせ、思考をゆがめ、この世的な魅力に夢中にさせ、突き上げたり貶めたり、ありとあらゆる方面から攻撃しています。政界にも、財界にも善悪の基準となるものを混乱させています。通信機関が発達して全世界にキリストの福音が伝えられていっていることは喜ばしいことですが、純福音だけでなく、ここにもカルトまがいのものも混ぜているものもあるので、聖書の御言葉にしっかりと立った霊的洞察力が必要です。また、悪魔は世界にあるキリスト教会をも、偽りの教えやリベラルの思想で揺さぶっています。高度に発達した通信機関は心と心のコミュニケーションができてよいはずですが、実際には人々は孤立していっています。悪魔は孤立した者を扱うのはたやすいことです。教会も家庭もキリストの下に在って、支え合っていくことが大切です。主イエス・キリストが捕らえられ、十字架にかけられて殺されたとき弟子たちは主を見捨てて逃げたけれど、それでもおびえながらでも彼らは一緒にいました。復活した主は弟子たちを見捨てず、彼らに現われて励まし、聖霊を約束して指針を与えました。彼らはさらに他の人たちと共に心を合わせて祈っていたとき、約束の聖霊が降り、神様の業がおこされていきました。どのような困難なことに遭遇しても主の下に集まり、祈り、励まし合い、あたため合っていくことが大切であることを心に留めながら、希望と喜びをもって主に仕えていきましょう。
明るく喜びに満ちたクリスマスと新年を迎えられますように、お祈りいたします。

２０１０年　クリスマス

主に在る皆様へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シカゴ・レークサイド教会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧師　鈴木光夫
